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１０月１７日（月）、避難訓練を実施しました。春の避難訓練と異なり、今回は地震を想定した訓練を行

いました。三笠市消防本部から３名の職員の方が来校され、生徒が避難する様子を見ていただきました。そ

の後の講話で、三笠市は地震の被害が大きくない地域であるが、日頃からの意識が大切であることなどをお

話いただきました。 

残った時間は避難所でも活用される「段ボールベッド」の作成を 

行いました。近年は避難所で余儀なくされていた雑魚寝が問題視さ 

れ、災害発生時は段ボールベッドなどの簡易ベッドの使用が一般的 

になっているようです。一般的になっているとは言え、段ボールベ 

ッドを見たことのない生徒が大半で、生徒は皆、興味津々でした。 

各学年６～７人のグループに分かれ作業に取りかかりましたが、約 

１０分で段ボールベッドは完成しました。 

２００kgにも耐えうる段ボールベッドの寝心地を確かめながら、 

災害にあっても的確な判断と行動が取れるよう、気持ちを引き締め 

ようと思える訓練となりました。 

消防本部の職員の方から 

お話いただきました。 

お忙しい中、ありがとう

ございました。↑ 

←こういうこと

になると、夢中

になって取り組

む生徒たち。 

 

「どんなベッド

ができるのかな

あ？」→ 

←ジャーン！ 

こんなベッドに

なりました！ 

「意外に広い？」 

 

プライバシーも

配慮した作りに

なっていること

も教えていただ

きました。→ 



 

 

 

 

 

 

  

↑玄関から外へ向かう１年生

消火訓練を行う３年生→ 

   １０月１３日（木）に１・２年生を対象に卒業生講話が

行われました。今回は４期生調理師コースの得田茉菜様

（イタリア料理イルピーノ）と、５期生製菓コースの佐藤

修平様（森のパン工房ウタリ）をお迎えし、ご講話いただ

きました。 

 講話の内容は、現在の仕事の様子やコロナ禍における現

状や業界への影響だけでなく、ご本人が高校生の時にどの

ような学校生活を送っていたのか、当時と現在の自分を比

べどんな成長が見られたか、在校生へのメッセージなど、

盛りだくさんでした。 

 短い時間でしたが、生徒は多くの刺激を受けたようで

す。とても充実した時間を過ごすことができました。 

１年 小島空己さん 

積極性はもちろんのこと、他学年（主に先輩）との

交流を広げ知識を蓄えていくことが大事かなと思

いました。 

 

１年 松實佳穂さん 

時間を意識して行動することや、失敗してもいいか

ら行動を起こすことが大切だとわかりました。 

 

１年 美頭悠那さん 

社会人になると歳の離れた人と働いたり、サービス

をするから、そこでの会話をしっかりする事が大事

だと思いました。あと報連相も大事！  

２年 荒川登真さん 

失敗が怖くて動けなかったり、上手くいかなくて

諦めることが多くあったけど、その失敗は悪いこ

とではない、チャンスだと言ってくれたので、今

後いろんなものに率先的に動いていこうと思い

ました。 

 

２年 中田佑朱樹さん 

失敗をするのが怖い時が絶対出てくると思うけ

ど、成功は失敗の先にあると思って積極的に行動

しようと思いました。  

←佐藤様は職場の様

子等、わかりやすく教

えてくれました。 

 

生徒は卒業生の話を

興味深く聞いていま

した。数年後の未来の

自分をしっかりと想

像してほしいです。 

久しぶりの再会に笑顔があふれます。 

得田様と浅野先生の様子。↑ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０／

23 

日 ２学年見学旅行（２７日まで） 

28 金 SC来校日 

食物調理技術検定３級筆記試験 

２学年振替休業日 

１１／

2 

水 テーブルマナー講習会（１学年） 

 

3 木 文化の日 

4 金 大量調理実習 

7 月 食物調理技術検定２級筆記試験 

9 水 検便 

札樽観光株式会社企業説明会 

授業外部公開①（１～３校時） 

11 金 SC来校日 

授業外部公開②（１～３校時） 

進学オリエンテーション 

14 月 ライフスキルアップ講座（全学年） 

15 火 食物調理技術検定３級実技試験 

16 水 食物調理技術検定２級実技試験 

17 木 テーブルマナー講習会（２学年） 

製菓部 

Instagram 

調理部 

Facebook 

営業日などのご確認はこちらから 

 

 

 

次号は 

１１月中旬に発行予定です。 

お楽しみに。 

１０月１８日（火）「令和４年度北海道高等学校産

業教育意見・体験発表大会」が小樽水産高等学校で

行われ、３年幸池夏旺さんが出場しました。この大

会は農業・工業・水産など、全道の専門高校等の代

表者が集まり、互いの意見や体験を発表し、意見交

換を行う大会です。幸池さんは家庭分野の高校を代

表して出場しました。 

 幸池さん本人はとても緊張していたようですが、

発表中はそんなことを思わせず、終始落ち着いた様

子で発表することができました。 

 各分野の代表校の発表は表現が豊かで圧倒されま

したが、幸池さんは「とても素晴らしい発表を間近

で見ることができ、良い経験となった。」と話してく

れました。 

 小樽は肌寒く、霰に当たりながらの移動でしたが、

きれいな海を見ることもでき、充実した一日となり

ました。これからは進路に向け、さらに頑張りたい

と抱負を述べてくれた幸池さん。応援しています！ 

←落ち着いた様子で

発表をする幸池さん。 

お疲れ様でした。 

 

意見交流会で三笠高

校の概要を説明しま

した。↓ 

全道から１４名の発表者が集まりました。意見交流会

では小樽水産高校の生徒会が司会を務めました。↑ 


